
１. オープンハウス 2022 年 9 月 30 日 ( 金 ).10 月 1 日 ( 土 ) 開催

　大和公園にてオープンハウスを２日間行い、合計約

９０名にご参加いただきました。

　大和公園の現況や課題、公園利用者のニーズを把握

するため、参加者の皆さんには、下記のワークの質問

をさせていただき、ご意見を伺いました。

「大和公園の良いところ」

「将来どのような公園にしていきたいか」
( 公園の将来像 )

「公園のルール」

• じゃぶじゃぶ池が有効活用出来ていない

• 遊具の不足 ( 特に幼児用遊具 )

• 遊具の維持管理、安全衛生対策が出来てい

ない

• 公園全体の防犯と安全が保たれていない

• キャッチボールコーナーの改善

• 利用ルール、マナーの徹底（主に夜間や早朝）

• スペースの有効活用が出来ていない

• 砂塵対策が出来ていない

• 出入り口が分かりにくい

• トイレが不衛生

• 自然環境が豊かな公園

• 遊具が充実した公園

• 多世代多様性に配慮した公園

• 子ども専用の公園

• 地域の居場所となる公園

• 憩い機能がある公園

• 防災機能がある公園

• 安心安全な公園

• 球技ができる公園

• 水景施設がある公園

• 遊具遊び場が充実した公園

• 緑が豊かな公園

• キャッチボールコーナーがある公園

• 児童館がある

• 立地が良い

• 子ども達の遊び場

• じゃぶじゃぶ池がある

• 程よい広さ

• 施設の充実

• イベントの充実

• 安心感がある

• じゃぶじゃぶ池のルールの工夫（小学生

も使えるようにする、ルールを分かり易

くする。）

• キャッチボールコーナー以外のボール遊

びルール

• キャッチボールコーナーのルールの緩和

• ルール掲示方法の工夫（サッカーやバト

ミントン等も遊べるようにする。）

• 禁止事項をなるべく無くしたい

「大和公園の良いところ、気になるところ」「将来どのような公園にしていきたいか」「公園のルール」

についてご質問し、それぞれご意見をまとめました。

ワークの結果以下のようなご意見を頂きました。（一部抜粋）

「大和公園の気になるところ」

結果



２. 第１回ワークショップ 2022 年 10 月 29 日 ( 土 ) 開催

　第 1 回ワークショップでは、オープンハウス、

小学校・幼稚園・保育園を対象に行なったアン

ケート、　関連団体に対するヒアリングの結果を

踏まえ、理想の大和公園の将来像を実現するた

め、公園の改修方法について具体的に検討し図面

にまとめていただきました。

キャッチボールコーナー

児童館

旧アスレチックコーナー
（樹木エリア）

遊具エリア

じゃぶじゃぶ池

キャッチボールコーナー

児童館

旧アスレチックコーナー
（樹木エリア）

遊具エリア

じゃぶじゃぶ池

A 班

B 班
・防犯、マナー違反対策をしたい

・見通しを良くし、ゴミを捨てた
り、夜中に人が集まり騒ぎにく
くしたい

みんなが快適に過ごせる

季節ごとのイベント

思いっ切り球技ができる

・ボールを思いっきりシュートで
きる空間が良い

・サッカーゴールを設置したい

安心 ・安全

・やわらかい舗装にしたい

・現在地面がダスト舗装で、
けがをしやすい

・砂埃対策にもなる
自然と触れ合う場

・樹木エリアは壊さない

・子ども達の成長には自
然と触合うことが大切

・子ども達が自由に草花
を摘んで、遊べる空間
が良い

水辺空間

・季節や幼児の枠にとらわれず
水と触合える環境が良い

・せせらぎのような普遍に変化
する水の流れがある水景施設
が良い

くつろげる空間

・自分たちで自由に使用で
き、くつろげる広場など
が欲しい

・色々な世代との出会いの
場になると良い

広い世代が利用できる遊具
アスレチック遊具

・幼児から大人まで、広い
世代が利用できる遊具が
あると良い

球技ができる

・ボール壁当て、サッカー
ゴール、バスケットゴー
ルなどの設置をしたい

・季節を感じられる
イベントを開催し
たい

自然と触れ合う場

・木登り、泥遊び、草花遊び、
虫取り、植物や生物の観察

オープンハウスの結果を参考に理想の「公園の将来像」を選択していただき、実現するための具体

的な方法を検討し、グループごと現況の平面図にまとめました。

結果

みんなで育てる花壇や畑

・花壇や畑を設置したい
・子ども達が花や種を植
え育てるスペースが欲
しい



３. 第２回ワークショップ 2022 年 12 月 10 日 ( 土 ) 開催

　第２回ワークショップでは、前回のワークショ

ップで頂いた、大和公園の将来像や改修方法の案

及び設置したい公園施設に対して懸念事項や設置

条件等、課題になる項目をお伝えし、解決方法や

新しい案をより現実的に検討しました。また、大

和公園に設置したい公園施設をまとめました。

結果

第 1 回ワークショップで頂いた、大和公園の将来像や改修方法の案及び設置したい公園施設を実現

する際に、生じる懸念事項や設置条件、課題に対する解決方法や新しい案の検討をしました。

実現したい

公園の将来像

実現方法

（第 1 回ワークショップ

でのご意見）

課題、条件等 今回のワークショップでのご意見

（解決策）

ワークの結果、参加者の皆さんから以下のようなご意見を頂きました。

　※一部抜粋（課題や条件等があるものを中心に掲載しております）

球技ができる公園

ボール壁当て

サッカーゴール

バスケットゴール

を設置する

水辺空間のある公園

自然環境が豊かな公園

泥遊びを

できるようにする

水の流れ ( せせらぎ ) が

ある水景施設を設置

ゴールネットは維持管理が必要

音が出て周辺への迷惑となるこ

とが懸念される

壁に的を描いてゴールにする

ゴールは目印にする

ドライ池を設置し、そこから

2ｍ程のせせらぎにする

5 ㎝でも良いから水がたまる

方が良い

公園のスペース不足

維持管理（使用した後の手入

れや泥の補充など）が必要

現在、木登りはプレーパーク

で対応して頂いている

人工芝は自然要素がなくなる

クッション素材のような遊び

スペースをつくる（遊具の下

など転倒時にけがをしないよ

うなやわらかいもの）

利用者の危険を回避するため、

管理者が常駐する必要がある

芝生の舗装は維持管理が必要

砂場と同じような管理をする

地域主体で維持管理や運営で

きるようにする

安心 ・安全公園 やわらかい舗装にする

木登りを

できるようにする






